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高次脳機能障害とは､ 外傷性脳損傷､ 脳血管
障害などの器質性脳病変の後遺症として､ 記憶







































Literature Review of Family Hardiness in Families
Who Caring for a Member with Higher Brain
Dysfunction after Traumatic Brain Injury
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 
Family Hardinessとは､ 家族の内的強さと耐久性に起因した回復因子で､ Co-oriented Commitment (共同指向の関与)､
Confidence (自信)､ Challenge (挑戦)､ Control (コントロール) の４要素から構成され､ ストレス状況下での家族の
適応や肯定的変化を促進する上で重要である｡ 脳外傷性高次脳機能障害者と共に生きる家族は､ その障害の特徴から多
くの困難に直面するが､ 主体的に様々な取り組みを行い､ 困難を乗り越えていくと考えられる｡ そこで本稿では､ 文献
レビューにより､ 脳外傷性高次脳機能障害者と共に生きる家族の体験をFamily Hardinessの視点から整理した｡ 分析の
結果､ 家族は ｢患者ケアの引き受けと主体的関与｣ を基盤として､ ｢状況改善を目指した試行錯誤｣ を繰り返す中で､
｢高次脳機能障害と共存するための対処方法の獲得｣ と ｢学びや意味を見出す中での自信の獲得｣ をするというように､
Family Hardinessの創出を伴う体験をしながら､ 次第に安定状態に向かっていくことが明らかになった｡ そして､ この
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首尾一貫感覚 (Sense of Coherence) との関係
等に焦点を当てた研究が行われている23)～28)｡ 一
方､ Family Hardinessについては､ McCubbin,H.I.
ら29)30)がストレス抵抗性で適応的な家族の中の
資源としてのHardinessの特性を測定するための
尺度としてFamily Hardiness Index (FHI) を開
発したことにより､ これを用いた研究が多く行


































































Unabridged Hardiness Scale (UHS)､ Personal
View Survey (PVS)､ Dispositional Resilience






























も の よ り ､ Family Hardiness を 家 族 回 復
(Resilience) の一部と捉えた研究や､ 家族対処
や家族機能に影響を与える重要な要因として家
族の介護負担やストレス評価､ QOL､ 安寧､ 満
足感との関係を調査している研究が多かった｡
その中には､ がん患者､ HIV／エイズ患者､ 外
傷や手術後患者､ 脳卒中生存者､ 精神疾患患者










しさ､ 強健､ 忍耐力､ 耐久力､ 逆境に負けない
強さ､ (植物が) 寒さに負けない強さ､ ②大胆､



































































ス､ 順応､ 適応の回復モデル(Resiliency Model
























































































































































































































































































































































































り､ 家族がCo-oriented Commitment (共同指向の
関与) を基盤として､ Challenge (挑戦) を繰り










つけていく｡ また､ 患者の自立を目指して､ 周
囲の環境にも働きかけながら､ 勇気をもって少
しずつ手を離して､ 患者を社会へと解き放って
いく｡ そして､ こうした過程を通して､ 学びや
意味を見出しながら自信を獲得していくと考え
られる｡ それは､ Co-oriented Commitment (共
同指向の関与) を基盤として､ Challenge (挑戦)
を繰り返す中で､ Control (コントロール) と
Confidence (自信) を獲得していくというよう
に､ まさにMcCubbinが提唱した家族の回復過程


































理解､ 看護技術､ 54(6)､ 10-13､ 2008.
７) 長島緑：在宅で交通事故外傷の高次脳機能
障害者を10年以上支援してきた家族の介護
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